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研究成果の概要（和文）：本研究は中国・ラオス・ミャンマーの国境地域で話されるチベット・ビルマ諸語の現状を現
地調査し、その言語データの記述・分析を行った上で、これらの言語を話す人々が歴史的にどのように接触し、また移
動していったのかを探るものである。具体的には中国で話されるチノ語・アカ語、ラオスで話されるシダ語・プノイ語
を調査した。その結果、チノ語の諸方言の歴史的変化の詳細が判明した。またデータ分析をさらにつめなければならな
いが、おそらくチノ語の補遠方言とアカ語ゲランホ方言、チノ語悠楽方言とラオスのシダ語が歴史的に近似した構造を
持っており、シダ語はおそらくチノ語と分化した後にラオス側へ移動したのではないかと推定される。

研究成果の概要（英文）：This research project describes Tibeto-Burman languages spoken in the area surroun
ding China-Laos-Myanmar border through fieldwork and investigates the history of contacts among the people
 in this area and that of ethnic migration. During this research period I carried out linguistic fieldwork
 on the languages of Jino (Yunnan, China), Akha (Yunnan, China), Sida (Luang Namtha, Laos) and Phunoi (Lua
ng Namtha, Laos).  This project clarified the historical development of both dialects of the Jino language
.
And from the field work I conducted, I briefly consider that the Buyuan dialect of Jino is similar to the 
Gelanghe dialect of Akha from the lexical viewpoints and the Youle dialect of Jino is similar to the Sida 
language in many respects. It can be assumed that the Sida people might have migrated from China into Laos
 after diverge from the Jino ethnic group, though it needs further analyses. 

研究分野：
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アジア諸語
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 

  ラオス北部・ミャンマー北部と国境を接する中

国雲南省南部地域にはタイ・カダイ系の言語を中

心に、チベット・ビルマ諸語、フモン・ミエン諸

語、モン・クメール諸語を話す民族がモザイク模

様のごとく居住する。20世紀の前半まではタイ系

民族の地域国家が繁栄していたため、当該地域で

はタイ系諸語が一種の地域共通語として機能して

いた。平地に主に居住するタイ系民族の一方で、

山地に居住するチベット・ビルマ系および他系統

の民族の言語はタイ系諸語の影響を受けつつも、

自言語の体系を大きく崩すことなく保持してきた。 

  20世紀後半以降、中国・ラオス・ミャンマーの

国境が確定し、各国政府が直接的に諸民族を支配

すると、各国の公用語(漢語・ラオ語・ビルマ語)

の影響力が教育等を通じて諸言語に浸透し、高級

語彙のみならず、基礎語彙や基本的な文法事項に

至るまで構造変容が確認されはじめた。特に中国

雲南省では漢語教育の徹底などで、若年層を中心

に少数民族の母語と漢語の取り替えが見られ、言

語系統の区別を問わず、少数民族言語の消滅が非

常に危惧されている。 

  20世紀初頭から当該地域の少数言語の記述がわ

ずかながら存在し(Davis等)、本研究が中心に取り

扱う中国雲南省のチベット・ビルマ系言語に限定

しても中国人の研究者が 1950 年代の後半から半

世紀にわたり記述を進めてきた(馬学良、戴慶厦な

ど)。 

  しかし、その総量は東南アジアの主要言語であ

るタイ語やビルマ語、ラオ語に比べて圧倒的に少

ない。特に中国における研究はすべて従来の漢語

[中国語]文法の枠組みを無批判に少数民族言語に

適用しただけのものが多く、言語実態に即した記

述がなされることはなかった。本研究で取り扱う

ハニ語格朗和方言は西田龍雄によりタイ国のビス

語と言語的に近く、歴史的観点からも重要である

と指摘されながら、未だに詳細な研究が存在しな

い。またラオス北部やミャンマー北部地域のチベ

ット・ビルマ諸語に至っては、近年ようやくいく

つかの有力な記述が現れはじめた段階であり

(Sawada 1998, Kato 2008等)、萌芽期に属すると言

えよう。 

 代表者はこの現状に鑑み、中国雲南省南部に位

置するチベット・ビルマ系言語のチノ語悠楽方言

を中心に、言語の実態に即して包括的な記述を進

めてきた。またミャンマー国境に近いラフ語南郎

河方言、ハニ語格朗和方言の基礎語彙に関する予

備調査、ラオス国境に近いチノ語補遠方言の基礎

語彙・文例の予備調査を行ってきた。これまでほ

とんど記述調査も分析も、また他言語と比較・対

照もされることのなかったこれらの言語は当該地

域の民族移動や民族の接触を解き明かす重要な事

実を含んでいる可能性がある。これらの言語を調

査し、記述・分析を進め、国境をまたぐ他言語と

の比較・対照を言語接触論・類型論の観点から研

究することは急務である。 

 以上の背景をもとに、本研究課題の遂行を始め

ることとなった。 

 

２． 研究の目的 

 ラオス北部・ミャンマー(ビルマ)北部と国境を接

する中国雲南省南部ではタイ・カダイ系言語を中

心に、多様な少数言語が話されている。しかし、

それら少数言語は消滅に瀕する状況にありながら、

記述言語学的および歴史言語学的研究が未だ不十

分である。本研究はチベット・ビルマ系言語(特に

中国雲南省のチノ語方言・ハニ語・ラフ語等)の記

述研究を進める。更に隣接する東南アジア地域の

同系統及び他系統(タイ・カダイ系、モン・クメー

ル系等)の言語との比較研究を通じて、中国雲南

省・ラオス・ミャンマー国境地域の言語間におけ

る地域言語学的特徴と言語動態・民族交流の解明

を目指す。 

 

３． 研究の方法 

 本研究課題開始時において目指した研究方法を

示す。 

 

(a) [中国雲南省南部における現地調査とチベッ

ト・ビルマ系言語資料の整理・公開] 



  チノ語補遠方言・ハニ語格朗和方言・ラフ語

南郎河方言の基礎語彙を現地調査により収集し、

音韻・語彙については早急に整理・分析を施し、

pdic 等を用いて電子データベースの構築とその

公開を行う。各言語の基礎文例については 2000

項目以上のデータの整理を行い、分析する。 

  

(b)  [中国雲南省国境地域におけるチベット・ビ

ルマ系言語の音韻・語彙比較研究]  

 代表者がこれまで中心に研究してきたチノ語

悠楽方言の語彙データをはじめ、上記 3言語のデ

ータを並列して比較し、音韻対応から各言語の音

韻変化の方向性を検討する。また語構成の観点か

ら特に当該地域に頻出する 2 音節化の現象をは

じめ、各言語における特徴を解明する。 

 

(c) [東南アジア大陸部北部地域の諸言語との比

較対照－基礎文法項目を中心に] 

 中国雲南省国境地域（主にシプソンパンナ[西

双版纳]州）のチノ語・ハニ語・ラフ語の各方言

の基礎的な文法項目(特に基本語順・名詞語構

成・格標示・文の種類とその標示手法など)につ

いて、東南アジア大陸部北部地域で話されるチベ

ット・ビルマ系、タイ・カダイ系、モン・クメー

ル系等の言語資料を用いて比較・対照し、当該地

域の言語における地域的特徴の解明を図る。 

 

(d)  [中国・ラオス・ミャンマー国境地域におけ

るチベット・ビルマ諸語の言語動態の解明] 

 チノ語・ハニ語・ラフ語の各方言の採集データ

を歴史言語学的観点から検討し、特にタイ・カダ

イ系言語・漢語雲南方言からの語彙借用・文法借

用の影響を分析する。語彙面においては生態環境

に関係する基礎語彙(農作物・動植物等)や形容詞・

動詞の言語接触による影響を、文法については特

に節末・文末形式の借用を検討する。また周辺の

ラオス・ミャンマー国境地域の諸言語のデータを

他の研究者の協力を得ながら収集し、上記と相当

の形式・現象と比較する。これらを総合し、中国・

ラオス・ミャンマー国境地域におけるチベット・

ビルマ諸語の言語動態を明らかにし、民族間の文

化交流および民族移動の全容解明を目指す。 

 

４． 研究成果 

[現地調査] 

 本研究課題期間において中国・ラオス・ミャン

マーでの現地調査を以下の通り行った。 

(1) 中国雲南省シプソンパンナ[西双版纳]州 

2011 年 12 月 (チノ語補遠方言・アカ語ゲラ

ンホ方言), 2012年 9月 (チノ語悠楽方言とア

カ語ゲランホ方言), 2013年 3月 (チノ語悠楽

方言), 2014 年 2 月-3 月(チノ語悠楽方言と補

遠方言) 

(2) ミャンマー連邦シャン州 

2012 年 3 月(アカ語・アク語・ラフ語・パオ

語・ワ語・パラウン語・エン語) 

(3) ラオス・ルアンナムター県 

  2012年 8月・2013年 7-8月・2013年 12月(シ 

   ダ語・プノイ語・ランテン語) 

 本研究課題を補足する調査として 2014年 3月に

富田愛佳氏(京都大学教務補佐員)を中国雲南省景

洪市へタイ・ルー語(タイ・カダイ諸語)の現地調査

に派遣した。主としてタイ・ルー語の名詞句構造

の記述調査を行った。 

 

 [研究成果の総括] 

 以上の調査をふまえ、これまでに代表者が継続

して研究してきた成果を統合し、整理と分析を行

った結果、以下の 5 節に見る学術論文と口頭発表

を行うことができた。現地調査の最終的な分析と

しては、おそらくチノ語の補遠方言とアカ語ゲラ

ンホ方言、チノ語悠楽方言とラオスのシダ語が歴

史的に近似した構造を持っており、シダ語はおそ

らくチノ語と分化した後にラオス側へ移動したの

ではないかと推定される。しかし、ここではそれ

らの具体的な研究成果を総括しておきたい。なお、

5 節の研究成果への言及は、雑誌論文については

(論#), 口頭発表については(口#)のように表示する。

例えば、雑誌論文の 3に言及する場合は(論#3), 口

頭発表の 4に言及する場合は(口#4)のように表す。 



[1] チノ語悠楽方言の共時的記述研究 

  本研究期間でもこれまでの研究成果をふまえ、

チノ語悠楽方言の共時的研究、とくに文法におけ

る諸問題について更なる探究を行った(論#1, #2, 

#4, #6; 口#6)。大きく分類すると、(a)節連結と文

の問題、(b)動詞の用法、(c)語類の問題にまとめる

ことができる。 

 (a)[節連結と文の問題] 

  チノ語悠楽方言も他の諸言語と同様、     

節と文の記述はもっとも難度の高い部類に入る。

論#6ではこの言語の従属節末に現れる助詞を形式

ごとに分類し、その機能との対応関係を論じた。

節の意味的な連続性を単線的尺度に落とし込んで

分析した結果、チノ語悠楽方言においては「理由

節」「時点節」「条件節」の順序で機能が連続して

いることが判明した。 

  また論#2では発話行為に基づく文の分類を行

った。チノ語悠楽方言は述語の統語範疇に応じて

「動詞述語文」「形容詞述語文」「名詞述語文」を

持つ。発話行為に基づく文の分類としては「平叙

文」「真偽疑問文」「疑問語疑問文」「命令文」「勧

奨文」「祈願文」が見いだせるが、そのうち「動詞

述語文」「形容詞述語文」「名詞述語文」すべてに

見いだせるのは「平叙文」「真偽疑問文」「疑問語

疑問文」の 3 種である。またこのいずれも文末助

詞によって標示される。形容詞述語文は動詞述語

文と名詞述語文の中間的な性格を持つが、疑問文

末の助詞の振る舞いは名詞述語文に近いことがわ

かった。 

 (b)[動詞の用法] 

  本研究課題ではこれまでの研究の継続でチノ

語悠楽方言の存在動詞と移動に関係する動詞につ

いての分析を進めた。論#4 では 4 種の存在動詞

tʃə42, tʃa35, n55tɔ44, çu42について検討した。これ

らの使い分けには有生性、一時性が関与している

と考えられる。tʃə42は有生名詞とのみ、tʃa35は無

生名詞とのみ共起する。n55tɔ44と çu42はそのど

ちらとも共起しえる。また n55tɔ44 は明らかに一

時的な存在を含意する。また存在動詞は存在構文

に用いられることは当然であるが、同時に格標示

や名詞項の認可から所有構文としても解釈できる

場合がある。tʃə42 と tʃa35 は所有構文としても用

いられうる。 

  また口#6ではチノ語悠楽方言の移動に関する

動詞の振る舞いについて分析を試みた。日本語の

「行く」に相当する動詞として le55, je55, ja42が、

「来る」に相当する動詞として lɯ55, lɔ42, la55が

存在する。このうち、単独で用いることができる

のは le55, je55, lɯ55, lɔ42である。ja42と la55は動

詞連続構造の第 2 位以降の位置に置かれ、アスペ

クチュアルな意味(起動相など)を表しうる。今後さ

らに分析を進め、論文として発表をしたい。 

 (c)[語類の問題] 

  加えて語類の問題として、形容詞と名詞句構

造の記述を試みた。論#1ではチノ語悠楽方言の形

容詞の形態統語的特徴と意味的分布について記述

した。形容詞はその性格から動詞と名詞の 2 類と

区別するのが難しい言語も多いが、チノ語悠楽方

言は引用形の形式([a-/ la-/ jɔ- +語根])によって判断

することが可能である。形態統語的特徴から析出

された形容詞は Dixon (2004, 2010)の言う

Dimension, Age, Colour, Physical Property, Difficulty, 

Quantification, Positionのグループに分布する。 

 [2] チノ語悠楽方言の通時的研究 

  かねてより代表者はチノ語悠楽方言の通時的研

究を進めているが、本研究では特に借用語の問題

について口#2で取り扱った。 

 チノ語悠楽方言はタイ・ルー語と漢語雲南方言

より非常に大きな影響を受けている。タイ・ルー

族がチノ族の住むシプソンパンナ州を統治してい

た 13世紀から 20世紀前半にかけてはタイ・ルー

語が地域共通語となっていたと考えられる。チノ

語悠楽方言は固有の音韻体系・音節構造にあわせ

ながら、動植物名や形容詞などを借用し、現在に

至っても使用されている。一方、20世紀後半以降

は同地域においては漢語が主要言語となっており、

チノ語悠楽方言も新出語彙を中心に大量の借用語

が導入されている。現時点では語構成のパターン

を漢語のそれに転換するほどの借用はなされてい

ないが、今後継続調査をしながら推移を確認して



行く必要がある。 

[3] チノ語補遠方言の共時的記述研究 

 チノ語補遠方言は基礎文例補充調査を行った上

で、(a) 音韻体系、(b) 格標示の記述を試みた。 

  (a) [音韻体系] 

   論#5は漢語を用いて執筆した。チノ語補遠

方言は悠楽方言に比べて音素が少ない。特に摩擦

音は無声音のみ、鼻音・側面音は有声音のみが存

在する。これはこれらの調音様式において声の対

立が存在する悠楽方言とは対照的である。同論文

の末尾には付録としてチノ語補遠方言の中核語彙

150語を掲載した。今後はこれをさらに発展させ、

音韻論と基礎的な文法特徴を整理した語彙集の出

版を計画していく。 

  (b) [格標示] 

   口#4ではチノ語補遠方言の格標示について

概要を述べた。現時点では悠楽方言に比べて補遠

方言はわずかな後置詞しか存在せず、有標の形式

は 3 個のみである。そのため、各後置詞が表しう

る意味役割の範囲は広い。=ɛは主語・時間副詞・

道具格を表す。=aは属格を表す。=xɤ は奪格・比

格・共同格・併置を表す。このほか、特に代名詞

において最終音節の声調交替によって斜格を標示

できる。口頭発表後、さらに現地調査をする機会

に恵まれたので、新たなデータを追加して、研究

論文として発表し直したい。 

[4] チノ語補遠方言の通時的研究 

 チノ語補遠方言の通時的研究については a) 声

調の歴史的発展、(b) 介音の推移を論じた。 

  (a) [声調の歴史的発展] 

     論#3 ではチノ語補遠方言の声調を共時的に

整理し、それが悠楽方言および同系である他のロ

ロ・ビルマ諸語とどのように対応しているのかを

通時的に考察した。その結果、チノ語補遠方言は

声調の調値も含めて悠楽方言に酷似した対応を示

すが、祖語の抑止音節の変化では、チノ語補遠方

言は 55調に合流したと見なせる。 

  

(b) [介音の推移] 

   口#5 ではチノ語補遠方言の音節構造におけ

る第 2 位に位置する介音の歴史的変化について考

察した。悠楽方言と同系の他のロロ・ビルマ諸語

と比較研究を行った結果、多くの例でチノ語補遠

方言の介音は-j-に合流している状況が描き出され

た。一方で、介音-j-が補遠方言独自の変化として

挿入されたり、反対に不規則的に消失する現象も

判明した。これらの状況を総合すると、チノ語補

遠方言の介音は頭子音の調音位置に応じて変化し

た時期が異なることがわかった。 

 今後は悠楽方言との比較を積極的に進めた上で、

ロロ・ビルマ祖語からチノ祖語への変化の過程で

生じた介音の推移を記述する。そして、チノ祖語

から各方言に対して生じた変化を検討して、研究

論文として発表したい。 

[5] アカ語ゲランホ方言の共時的記述研究 

  アカ語ゲランホ方言は調査データに基づき、

(a) 音韻体系、(b) 格標示の記述を試みた。 

  (a) [音韻体系] 

   すでに東南アジア大陸部北部地域に分布す

るアカ語に関しては Hansson が調査している。そ

の中で Hansson は雲南省に分布するアカ語の語彙

を公開している。しかし、管見の及ぶところ、音

素体系が不明である。またタイのアカ語との対比

で記述される傾向があり、この点は注意が必要で

ある。 

 代表者は口#3でシプソンパンナの勐海県で話さ

れるゲランホ・アカ語の調査データに基づき、音

素体系を整理した。その結果、Hansson の資料と

は異なるデータが多く見つかった。また音節を単

位とする声調のほかに、文法現象に関与する声調

があることがわかった。 

  (b) [格標示] 

   ゲランホ・アカ語については語彙比較の面

でこれまでにも先行研究が存在する。しかし、文

法分析についてはこれまでにはおそらく存在しな

いと考えられる。代表者は調査資料に基づき、ゲ

ランホ・アカ語の文法研究の第一歩として格標示

の問題を口#1で扱った。ゲランホ・アカには代名

詞の最終音節における声調交替のほかに、後置詞

による格標示が可能である。具体的には =nɛ44, 



=ɛ44, =ɤ44, =ɤŋ44が存在する。=ɛ44と =ɤ44はそ

れぞれ道具格と所有格という個別の機能を持つが、

他方=nɛ44 と =ɤŋ44 はそれぞれ多機能である。

=nɛ44は共同格・主格などを表し、=ɤŋ44は対格・

被動者・受益者などを表す。今後はデータをさら

に整理し直して、論文の形式で発表したい。 
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